
氏  名 職 名 学 位 

小泉 昌幸 教授 体育学修士 

 

 
担当科目 

 

健康教育法、サッカー指導法Ⅰ/Ⅱ、スポーツとウェルネス、スポーツ方法・球

技Ａ、スポーツ方法・ソフトボール、教養スポーツＡ、雪上実習、プレゼミ、

スポーツマネジメント実習、総合演習Ⅰ/Ⅱ、卒業研究Ⅰ/Ⅱ 
 

 
研究分野 

 

スポーツ方法学、学校保健 
 

 
所属学会 

 

一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会、 
一般社団法人日本学校保健学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
埼玉県スポーツ協会  スポーツ・健康系大学等ネットワーク発足検討会議委員                                                                          
スポーツキャリアサポートコンソーシアム(SCSC)会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要研究業績 
「学校保健の授業内容に関する一考察（国公立大学について）」 
尚美学園大学教職課程年報 第 7 号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

梶 孝之 教授 博士（体育科学） 

 

 
担当科目 

 

 
スポーツ史、スポーツマネジメント実習、総合演習Ⅰ・Ⅱ、卒業研究Ⅰ・Ⅱ、 
プレゼミ、スポーツ方法・体つくり運動、スポーツ方法・陸上競技、 
e スポーツビジネス論 
 

 
研究分野 

 

 
体育・スポーツ史、スポーツ産業史、体育方法学 

 
所属学会 

 

 
一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会、日本スポーツ産業学会、 
東北アジア体育・スポーツ史学会、日本体育史学会 

 

学会および社会における主な活動 
 
○学会活動 
スポーツ産業学会スポーツ産業史専門分科会 幹事 
 
○社会活動 
 1)トレーニングルームスチューデントスタッフを採用し、指導を行っている。学生には、将

来、トレーナーやクラブ運営等に携わりたいという希望を抱く者が多く、進路としての可能

性を開拓する必要がある。そこで、尚美学園大学学生を組み込み、管理運営経験の場を創出す

ると共に、トレーナー資格取得に必要な勉強会を設定し、学生の学習成果をキャリアに結び

つけようと試みた。今後の活動のコアとなるべく学生 20 名を採用した。 
 
2)現在、日本全国で小学校、中学校、高校の教員業務ひっ迫が懸念されている。そのことから、

学校部活動の外部指導者委託事業移行が進んでいる。埼玉県においてもその流れが加速して

おり、地域貢献活動として『プライフ陸上教室』を設立し、尚美学園大学学生の指導者派遣シ

ステム構築に尽力している。 
 
3) 川越市教育委員会 川越市地域クラブ活動連絡調整会議 
 
 
主要研究業績 
 
日本スポーツ産業学会編、2025 年 3 月、「スポーツ産業の歴史」、『スポーツ産業学入門』、晃

洋書房。 
 
 
 
 

文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
 
 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

海老原 修 教授 教育学修士 

 

 
担当科目 

 

 
スポーツ社会学 スポーツ社会調査論 
アダプテッドスポーツ論 スポーツとまちづくり 
卒業研究Ⅰ・Ⅱ 

 
研究分野 

 

 
スポーツ社会学 

 
所属学会 

 

 
一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会 日本スポーツ社会学会 
日本ウォーキング学会 日本発育発達学会 日本体育社会学会 

 

学会および社会における主な活動 
なし 
 
 
 
 
 
 
 
主要研究業績 
●海老原修（2024）：書評：39 人の言の葉、体育の科学 74（8）：545. 202408.01 
●海老原修（2025）：箱根駅伝とメディア、丸善出版「スポーツ社会学事典」pp.156-157. 

2025.0130. 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

大野 好司 教育専任教授 修士（学術） 

 

 
担当科目 

 

「教職概論」、「教育行政学」、「キャリデザイン B・B2」、「キャリアデザイン

A・B1」、「教職キャリアデザインⅠ」、「教職キャリアデザインⅡ」、「介護等体

験事前指導Ⅰ」、「介護等体験事前指導Ⅱ」、「基礎演習」、「プレゼミ」、「総合演

習Ⅰ」、「総合演習Ⅱ」、「卒業研究Ⅰ」、「卒業研究Ⅱ」、「教職実践演習」 
 

 
研究分野 

 

教育経営学 
 
 

 
所属学会 

 

日本教育経営学会 
IAHPEDS（International Alliance for Health, Physical Education, Dance, 
and Sport：アイセップ：国際体育・ダンス・スポーツ連盟） 

 

学会および社会における主な活動 
一般社団法人 埼玉県山岳・スポーツクライミング協会 参与（2020 年 6 月～） 
一般財団法人 共生教育財団 評議員（2021 年 6 月～） 
川越市立川越高等学校教育審議会 委員（2023 年 3 月～） 
体育 ICT 研究会 最先端技術チーム副チーム長 AR 担当（2024 年 4 月～） 
 
2024 年 5 月 22 日、東京ビッグサイトにおける EDIX2024（教育総合展） の SHARP ブース

にて研究発表。対戦型 AR スポーツ HADO を活用した中学校を中心に各校種での授業を 7 校
での実践、13 回にわたる研究協議、3 回の発表等の結果から、その有効性について報告。 
 
2024年 7月 7日、東京学芸大学において開催された国際学会「2nd IAHPEDS World Congress
（アイセップ:国際体育・ダンス・スポーツ連盟）」第 2 回大会において研究発表。タイトル

「Research on The Possibility of Introducing AR (augmented reality) Sports to School 
Physical Education」（AR 技術に基づく対戦型 AR スポーツ HADO を活用した学校体育の

実践）について、インクルーシブな学びの在り方や学習の転移性を検証した結果を発表。 
 
 
 
主要研究業績 
2024 年 12 月 1 日、「スポーツマネジメント研究紀要第 7 号」に、「AR（拡張現実）スポーツ

における学校体育への導入可能性についての研究Ⅱ: インクルーシブな学びを保障する新た

な体育授業の可能性」を発表。 
 
2025 年 3 月 31 日、「教職課程年報第 7 号」に、「Project Adventure の手法に基づく総合演習

Ⅰ・Ⅱ（ゼミナール）の実践～教職課程履修者を中心として～」を発表。 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
 
 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

小野里 真弓 教 授 修士（スポーツ科学） 

 

 

担当科目 

 

・スポーツマネジメント論  ・スポーツマーケティング演習 
・チームマネジメント論   ・スポーツ施設マネジメント演習 
・スポーツ文化論      ・スポーツビジネス論Ⅰ 
・総合演習Ⅰ・Ⅱ      ・卒業研究Ⅰ・Ⅱ 
・基礎演習         ・プレゼミ 

研究分野 スポーツマネジメント，スポーツマーケティング 

所属学会 
◆一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会  ◆日本スポーツ産業学会 
◆日本体育・スポーツ経営学会   ◆日本スポーツマネジメント学会 
◆北関東体育学会 

 

学会および社会における主な活動 
◆北関東体育学会 理事（2027 年 3 月 31 日まで） 

◆第 83 回国民スポーツ大会・第 28 回全国障害者スポーツ大会群馬県準備委員会 

 施設整備専門委員会 委員（委員長） 

◆第 83 回国民スポーツ大会・第 28 回全国障害者スポーツ大会群馬県準備委員会 

 式典専門委員会 委員（委員長） 

◆川越市公の施設指定管理者選定委員会 委員 

◆北関東体育学会 第 12 回大会 大会長 

主要研究業績 
＜学会発表（口頭）＞ 
◆日本体育・スポーツ・健康学会 第 74 回大会 

・「鶴ヶ島市地域クラブ化支援モデル事業への取り組み① 

   －鶴ヶ島モデル「チームつるがしま」へのマネジメントアプローチ－」 
   江向 真理子（鶴ヶ島市スポーツ少年団），小野里 真弓（尚美学園大学）， 
   水上 雅子（杉野服飾大学） 

・「鶴ヶ島市地域クラブ化支援モデル事業への取り組み② 

   －地域子どもスポーツ振興におけるトータルマネジメントアプローチ－」 
   小野里 真弓（尚美学園大学），江向 真理子（鶴ヶ島市スポーツ少年団），  
   水上 雅子（杉野服飾大学） 
 ・「地域子どもスポーツのマネジメント評価 

－鶴ヶ島モデル「チームつるがしま」の試み－」 
   水上 雅子（杉野服飾大学），江向 真理子（鶴ヶ島市スポーツ少年団）， 
   小野里 真弓（尚美学園大学） 
＜研究報告＞ 
◆体育経営管理論集 第 16 巻（2024） 
 ・「鶴ヶ島市地域クラブ化支援モデル事業への取り組み 

   －鶴ヶ島モデル「チームつるがしま」へのマネジメントアプローチ－」 

   江向 真理子（鶴ヶ島市スポーツ少年団），小野里 真弓（尚美学園大学）， 
   水上 雅子（杉野服飾大学） 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
 
 なし 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

櫻井 光行 教授 博士（経営管理） 

 

 
担当科目 

 

「基礎演習」「現代の企業経営」「マーケティング論」「スポーツブランド論」 
「消費者行動論」「顧客管理論」「スポーツビジネスプランニング演習」 
「プレゼミ」「ビジネスプランニング」 
「総合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」「卒業研究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」 
「スポーツマネジメント実習」 
「総合政策特殊研究（修士論文指導）」 

 
研究分野 

 

 
マーケティング戦略、消費者行動論、ブランド論 

 
所属学会 

 

 
日本マーケティング学会、日本広告学会 

 

学会および社会における主な活動 
 
日本マーケティング学会「ナラティヴ・マーケティング」研究会 
本庄第一高等学校模擬授業「プロサッカーはどうやってもうけているのか？」（1 年生約 80 名

対象）（2024 年 12 月） 
 
 
 
 
 
 
主要研究業績 
 
論文：「カンヌライオンズにみるスポーツの広告コミュニケーション事例」尚美学園大学『ス

ポーツマネジメント研究紀要』第 7 号（2024 年 12 月） 
 
 
学会発表：「ナラティヴ・マーケティングの可能性 ― カルチュラル・ブランディングにおけ

る物語戦略 ―」（共同発表）日本マーケティング学会三都市カンファレンス（2025 年 3 月） 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
 
なし 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

廣瀬 恒平 教授 修士（体育学） 

 

 
担当科目 

 

スポーツアナリスト概論、スポーツデータ解析の理論（ゴール型）、スポーツ

データ解析の理論（ベースボール型）、スポーツデータ解析演習（ゴール型）、

スポーツデータ解析演習（ベースボール型）、スポーツ方法・球技Ａ（サッカ

ー，ラグビー）、教養スポーツ B（バレー・テニス）、スポーツマネジメント実

習、基礎演習、プレゼミ、総合演習Ⅰ・Ⅱ 
 

研究分野 
 

スポーツ科学 
コーチング 
ラグビーフットボール 
記述的ゲームパフォーマンス分析 

 
所属学会 

 

一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会                                                    
日本コーチング学会                                                    
日本フットボール学会 
日本スポーツパフォーマンス学会                                                   
千葉県体育学会 

 

学会および社会における主な活動 
千葉県体育学会 監事 
千葉県体育学研究 編集委員 
千葉県ラグビーフットボール協会 理事 
日本ラグビーフットボール協会 C 級コーチエデュケーター 
日本スポーツ協会 コーチディベロッパー 
主要研究業績 
＜著書＞ 
1. 廣瀬恒平 (2024) ラグビーのコーチング学 第 3 章 第 2 節 ボール争奪局面のコーチング

活動. ラグビー研究協議会編（分担執筆）ラグビーのコーチング学. 大修館書店, pp50-53. 
 
＜論文＞ 
1. 廣瀬恒平, 千葉剛, 髙橋仁大 (2025) ラグビーのタックル局面におけるプレー成功要因の

検討‐世界トップレベルと国内大学レベルの比較‐. スポーツパフォーマンス研究, 17: 107-
118. 
 
＜学会発表＞ 
1. 廣瀬恒平, 千葉剛, 澤田大地, 髙橋仁大 (2024) 15 人制ラグビーのボール争奪局面におけ

る防御戦術の検討‐22m ライン間の密集からのボール出しに要する時間に着目して‐. 千葉

県体育学会令和 6 年度第 1 回大会抄録: 1. 
2. 廣瀬恒平, 髙橋仁大 (2024) 15 人制ラグビーにおける防御戦術に関する研究‐レベル別の

比較を通しての検討‐. 日本体育・スポーツ・健康学会第 74 回大会予稿集: 779. 
3. 廣瀬恒平, 千葉剛, 澤田大地, 髙橋仁大 (2024) 15 人制ラグビーのボール争奪局面におけ

るプレー様相‐ラグビーワールドカップにおけるレベル別比較‐. 千葉県体育学会令和 6 年

度第 2 回大会抄録: 1. 
4. 廣瀬恒平, 千葉剛, 髙橋仁大 (2025) 15 人制ラグビーのボール争奪局面におけるプレー様

相‐世界トップレベルと国内大学レベルの比較‐. 日本コーチング学会第 36 回学会大会プロ

グラム抄録集: 68. 
5. 廣瀬恒平, 千葉剛, 髙橋仁大 (2025) 15 人制ラグビーのボール争奪局面におけるプレー様

相‐状況別のプレー選択に着目して. 日本フットボール学会 22nd Congress プログラム: 3. 
6. Takumi Yamamoto, Koh Sasaki, Jun Murakami, Hironobu Shimozono, Kohei Hirose, Go 
Chiba, Hiroaki Yano (2024) Scoring Profiles of New League in Japan; Japan Rugby League 
One 2022–2023. The 14th World Congress of Performance Analysis of Sport, Middlesex. 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 



氏  名 職 名 学 位 

田中 充 准教授 修士（スポーツ科学） 

 

 
担当科目 

 

・スポーツビジネス論、スポーツ産業論、スポーツツーリズム、スポーツとメ

ディア、スポーツジャーナリズム論、スポーツ映像（映画・音楽）、現代スポ

ーツ概論、e スポーツビジネス論、スポーツマネジメント実習、基礎演習、プ

レゼミ、総合演習Ⅰ、Ⅱ、卒業研究Ⅰ、Ⅱ 

 
研究分野 

 

・スポーツメディア 
・スポーツジャーナリズム 

 
所属学会 

 

・日本メディア学会 
・日本スポーツ産業学会 
・日本スポーツ社会学会 
・北関東体育学会 

 

学会および社会における主な活動 
・早稲田大学スポーツビジネス研究所招聘研究員 

・山と渓谷社主催のオンライン講演会「番記者が見たプロスケーター『羽生結弦』の進化論」

（2024 年 7 月 14 日） 

・NHK 名古屋文化センターにて講演会「番記者が語る！プロスケーター『羽生結弦』の表現論」 

（2025 年 1 月 25 日） 

主要研究業績 
・著書 

「レンズ越しの羽生結弦 神カメラマンが見た絶対王者」（山と渓谷社、2024 年 12 月刊） 

・論文 

「憶測に基づく報道実態の検証 : 全国紙が報じた米大リーグ、ドジャースの大谷翔平選

手の元通訳による違法賭博事件を事例に」（尚美学園大学スポーツマネジメント研究紀要第

7 号、2024 年 12 月） 

・寄稿 

雑誌「週刊東洋経済」への書評多数 

インターネットメディアサイト「ウェッジ・オンライン」にて記事多数 

文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 

 



氏  名 職 名 学 位 

舟木 泰世 准教授 修士(スポーツ健康科学) 

 

担当科目 
基礎演習，プレゼミ，総合演習Ⅰ・Ⅱ，卒業研究Ⅰ・Ⅱ，コミュニティスポー

ツ論，クラブマネジメント，スポーツ行政学，スポーツマネジメント実習，生

涯スポーツ論 

研究分野 スポーツ社会学，スポーツマネジメント，スポーツ政策 
 

所属学会 
一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会，日本生涯スポーツ学会，日本体

育・スポーツ政策学会，日本体育・スポーツ経営学会，日本体育社会学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
【学会活動】 
 ・一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会選挙管理委員会委員 
 ・一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会体育・スポーツ政策専門領域研究誌企画・ 

編集委員会委員 
【社会活動】 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会指導者育成委員会マネジメント部会 部会員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ全国協議会 常任幹事 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会総合型地域スポーツクラブ全国協議会広報部会 部会員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会中期計画部会 部会員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会地域スポーツクラブ育成委員会 委員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会日本スポーツ少年団活動開発部会 部会員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会地域スポーツ促進会議 委員 
 ・公益財団法人日本スポーツ協会令和 6 年度地域スポーツクラブ推進体制基盤強化事業  

地域スポーツ推進中央協議会認証制度モデル事業検証ワーキンググループメンバー 
 ・公益財団法人日本スポーツクラブ協会評議員 
 ・公益財団法人日本スポーツクラブ協会カリキュラム専門委員 
 ・一般社団法人彩の国 SC ネットワーク監事 
 ・令和 6 年度埼玉県営公園指定管理者候補者選定委員会委員 
 ・川越水上公園スポーツクラブ運営委員会委員 
 ・公益財団法人笹川スポーツ財団地域スポーツ研究会委員 
 ・令和 6 年度地域クラブ活動への移行に向けた実証事業における調査・分析チーム コア

メンバー 
 ・スポーツ庁令和 6 年度 Sport in Life 推進プロジェクト「スポーツ人口拡大に向けた取組

モデル創出事業」審査員 
 ・令和 6 年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」「大学生指導員の

養成・確保に関する実証事業」技術審査委員会 技術審査委員 
主要研究業績 
【論文】 
「スポーツマネジメント実習における学生の「社会人基礎力」に対する実習先からの評価：

2022 年度に着目して」舟木泰世，尚美学園大学スポーツマネジメント研究紀要第 7 号，2024，
92-104. 
【学会発表】 
（口頭発表）「続・学校運動施設の怪談～三種の神器崩壊が始まった！？～」野川春夫・工藤

康宏・岡安功・舟木泰世，日本生涯スポーツ学会第 26 回大会，2024． 
（ポスター発表）「災害時における公共体育施設の避難所としての機能・役割～避難者受入れ

対応マニュアル作成の基盤研究」秋吉遼子・工藤康宏・舟木泰世・渡辺泰弘・野川春夫，日本

生涯スポーツ学会第 26 回大会，2024． 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 

 



氏  名 職 名 学 位 

宮坂 雄悟 准教授 修士（教育学） 

 

 
 

 
担当科目 

 

 
「保健体育科教育法Ⅱ」「保健体育科教育法Ⅲ」「保健体育科教育法Ⅳ」 
「教育実習指導（保健体育）3 年」「教育実習指導（保健体育）4 年」 
「教職実践演習」「介護等体験事前指導Ⅰ」「介護等体験事前指導Ⅱ」 
「総合的な学習の指導法」 
「雪上実習」 
「総合演習Ⅰ」「総合演習Ⅱ」「卒業研究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」 
 

 
研究分野 

 

 
 
保健体育科教育学、スポーツ社会学 

 
所属学会 

 

 
一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会、日本体育科教育学会、 
日本体育・スポーツ政策学会、日本教育社会学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
 
全国体育学習研究会 広報委員 
 
川越市国際化基本計画審議会委員 
 
 
主要研究業績 
 
「高校野球における観戦者の水分摂取量及び発汗量について」 
第 93 回日本体力医学会中国・四国地方会（会場：徳島大学） 
報告者：飯田智行、関和俊、髙木祐介、西村一樹、宮坂雄悟 
 
 
 

文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
 
共同研究者として申請  
文部科学省 科学研究費助成事業 2025 年度 基盤研究（Ｂ） 
「ゲーム論を用いた『体育から拡がる学び』のトライアンギュレーション」 
（2025 年度～ 2029 年度 他 4 名） 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

森田 重貴 准教授 修士（スポーツ科学） 

 

 
担当科目 

 

スポーツマネジメント実習、基礎演習、レクリエーション実習、教養スポーツ

A（サッカー・バスケットボール）、スポーツ方法・球技 B（バスケットボール・

ハンドボール）、スポーツ方法・球技 C（バレーボール・バドミントン）、プレ

ゼミ、コーチング論、スタジオエクササイズ・トレーニング&フィットネス、

総合演習Ⅰ・Ⅱ、卒業研究Ⅰ・Ⅱ 
 

研究分野 
 

コーチング、バスケットボール、スポーツビジョン、認知科学、データ分析 
 

 
所属学会 

 

一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会、日本コーチング学会、日本バス

ケットボール学会、北関東体育学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
埼玉県立久喜高校バスケットボール部外部指導員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主要研究業績 
ボールゲームにおけるミスプレイの研究: 
高校女子におけるバスケットボールゲームのパスミスに着目して 
尚美学園大学スポーツマネジメント研究紀要 第 7 号 P15～P29 
ドリブルを制限したバスケットボール授業が学生の苦手意識に及ぼす影響 
日本バスケットボール学会（査読） 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
特記事項なし 
 
 
 
 

 



氏名 職名 学位 

若山 典生 准教授 修士（英語教育） 

 

 

担当科目 

 

基礎演習 ・プレゼミ 

総合演習Ⅰ・Ⅱ 卒業研究Ⅰ・Ⅱ 

一般英語Ⅰ・Ⅱ 基礎英語Ⅰ・Ⅱ  

 

研究分野 

 

英語教育：内容教授法(Content Based Instruction) 
スポーツ関連英語(English for Specific Purposes) 
教科書評価 (Materials Evaluation) 

 

所属学会 

 

映像メディア英語教育学会（ATEM）  

日本 CLIL 教育学会  

大学英語教育学会(JACET)  

 

学会および社会における主な活動 

（学会発表） 

1.「Evaluating ESL Pedagogy on YouTube: A Mixed-Methods Study of Viewership and Communicative 
Competence」 
単独発表 2024 年 8 月 第 63 回 大学英語教育学会（JACET）国際大会（於・愛知大学） 
2.「Enhancing English Proficiency through Content-Based Instruction: A Study in Japanese Upper-
Secondary Education」 
単独発表 2024 年 9 月 第 44 回 J-CLILL 教育学会 例会（於・早稲田大学） 
 

（社会活動） 

ELPA（英語運用能力評価協会）:アドバイザー  

株式会社 三省堂 : 編集協力委員 

主要研究業績 

（著書）     
Wakayama, N. (2024, June). From Screen to Society: Intercultural Communication Lessons from 
Film. Amazon Publishing. （単著） 
 
（学術論文） 
1. Wakayama, N. (2024, November 26).  Evaluating the Impact of Japanese English-Language 
YouTubers on Learners: A Teaching Material Perspective for Enhancing English Proficiency and Cross-
Cultural Understanding. International Journal of Emerging Technologies in Learning (iJET),19(08), 
(2024) ISSN: 1863-0383. 4-19. (単著) 
 
2. Wakayama, N. (2024, December). How to Improve Negative Attitude Towards Learning English 
Through Media (メディアを通じて英語嫌いの学生をどう改善するか).尚美学園大学『スポーツ

マネージメント学部研究紀要』, 7,71-90.（単著） 

文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 

科研費 基盤研究（C）「スポーツ映画を活用したパターンプラクティスによる英語力向上の研

究」不採択 B 

 



氏  名 職 名 学 位 

仁木 康浩 専任講師 修士（体育学） 

 

 
担当科目 

 

トレーニング論，教養スポーツ B（バレー・テニス），スポーツ方法・水泳，

スポーツ方法・球技 C（バレー・バドミントン），基礎演習，プレゼミ，総

合演習Ⅰ・Ⅱ，卒業研究Ⅰ・Ⅱ 

 
研究分野 

 

水泳水中運動，トレーニング科学，身体動作学，コーチング学 
 
 

 
所属学会 

 

日本トレーニング科学会，一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会，

日本バイオメカニクス学会，東京体育学会，日本水泳・水中運動学会，身

体動作学学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
〇社会活動 
・（公財）日本水泳連盟 富山県水泳指導員養成講習会 講師 
・日本スポーツ協会共通科目コーチデベロッパー（CD） 
 
〇外部講師 
・文化学園大学「スポーツ演習」非常勤講師 
・東洋大学「健康づくり運動指導実習/健康づくり運動の実際」非常勤講師 
・東洋大学「スポーツ実習・指導法（水泳）」非常勤講師 
 
〇出張講義 
・令和 6 年度公認スポーツ指導者「共通科目Ⅱ集合講習会」CD 2024 年 7 月 
・令和 6 年度公認スポーツ指導者「共通科目Ⅲ集合講習会」CD 2024 年 9 月 
・富山県水泳指導員養成講習会「水泳指導者・水泳指導法」講師 2024 年 9 月 
・埼玉県立朝霞西高等学校「スポーツ・健康に関わる仕事」講師 2024 年 11 月 
 
 
主要研究業績 
〇仁木康浩，村松愛梨奈「大学生における着衣泳学習が水難のリスク認識と安全水泳技能の

自己効力感に与える影響」尚美学園大学スポーツマネジメント学部紀要第 7 号 p.30-43（2024
年 12 月発行） 
 
〇仁木康浩，村松愛梨奈「大学水泳授業における指導内容の構成要素と指導視点の検討」尚美

学園大学教職課程年報第 7 号 p.2-13（2025 年 3 月発行） 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
 
 
 

 



氏  名 職 名 学 位 

茂木 康嘉 専任講師 博士(スポーツ科学) 

 

 
担当科目 

 

スポーツ生理学，発育発達論，バイオメカニクス， 
教養スポーツ C（卓球・ﾊﾞﾄﾞ），スポーツ表現 B（バドミントン）， 
スポーツ表現 E（卓球），雪上実習，基礎演習，プレゼミ，  
総合演習Ⅰ・Ⅱ，卒業研究Ⅰ・Ⅱ 

 
研究分野 

 

発育発達学，バイオメカニクス，トレーニング科学 
 

 
所属学会 

 

一般社団法人日本体育・スポーツ・健康学会， 
一般社団法人日本体力医学会，日本発育発達学会， 
日本バイオメカニクス学会，日本体育測定評価学会 
 

 

学会および社会における主な活動 
株式会社コーディスポーツ主催セミナー「運動指導者大学 公開総合講座」「発育期の運動指

導に役立つ発育発達論」講師担当，株式会社コーディスポーツ主催，2024 年 8 月 
 
子どもの体力測定教室の運営，株式会社コーディスポーツ主催，2024 年 8・9 月 
 
子ども大学体験授業「体育・スポーツと身体の仕組みとの関わりについて学ぼう」講師担当，

子ども大学，2024 年 11 月 
 
鶴ヶ島市スポーツ少年団研修会「身体の発育と運動」講師担当，鶴ヶ島市生涯学習スポーツ課

スポーツ少年団事務局主催，2015 年 1 月 
 
特別非営利活動法人子ども大学かわごえ 理事 
 
中学男子野球部のトレーニング指導，杉並区立中瀬中学校 
 
高校男子野球部のトレーニング指導，東京都立練馬高校 
 
 
主要研究業績 
Mogi. Y. Muscle architecture of the medial gastrocnemius during growth. Journal of 
Physiological Anthropology, 43(1), 33. 2024 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省等公共機関の研究補助プロジェクト等への申請実績 
なし 
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